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第13回 都心～ウォーターフロント間における 

連節バス等運行に関する協議会 議事録 

 

日 時  令和8年3月24日（火） 14時00分から16時00分 

場 所  神戸ポートオアシス 502・503会議室（神戸市中央区新港町5-2） 

出席者  委員11名、オブザーバー4名（敬称略） 

● 沿線団体 

松 本 寿 之（代理：西村）  森 本 真 弥（代理：福浪） 

松 渡 浩 司         渡 邊 真 二（代理：岸田） 

中 島 健太郎                

● 国 

木 原 健 太 

● 学識経験者 

小 谷 通 泰         松 中 亮 治   

柏 木 千 春 

● 庁内関係者 

鈴 木 雄 也         尾 添  順  

● オブザーバー 

   淸 水 貴 之         島 田 裕 二（代理：内田）          

北 田 敬 広         大 村 元 範 

次 第 

１．開会 

２．議事 

（1）前回の振り返り 

（2）利用状況 

（3）運行計画 

（4）定時性・利便性の向上 

（5）利用促進 

（6）今後の取組 

３．閉会 
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１．開会 

（事務局）   

本日は、皆様年度末のお忙しい中、御出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

 改めまして、第13回都心～ウォーターフロント間における連節バス等運行に関する協議

会を開催させていただきます。 

 本日の会もこれまでどおり、公開ということで行わせていただきます。撮影の希望がも

しございましたら、議事進行の妨げになりませんよう、一番最後のタイミングでお願いい

たします。 

 それでは、開会に当たりまして、事務局より御挨拶のほうをさせていただきます。 

 

（事務局）   

皆さん、年度末のお忙しい中、御参集いただきましてありがとうございます。 

 ポートループに関しまして、今年度は非常に大きな環境の変化がございまして、神戸空

港の国際チャーター便の就航から始まりまして、ウォーターフロントエリアでは、GLION 

ARENA の開業、それから、大阪・関西万博というふうに、立て続けに大きな動きがありま

した。運行事業者様におかれましても、需要をきっちり獲得するために、ポートループを

活用して、アリーナのお客様の臨時便に対応するであるとか、そういったことで利用者数

を増やしていただけました。 

 一方で、神戸駅の便を少し、終バスを早くするとか、新神戸のサービスを少しの間やめ

てみるとか、そういったところのサービスの低下もありましたが、この秋には、そういう

点も全て回復しました。通常運行になって、御利用者数も昨年に比べて１割強増えている

というような状況でございます。 

 また、秋には、昨年から引き続きまして、GNSS と言いまして、衛星を用いた優先信号

システムを使った実証実験を行いました。これによりまして、定時性が非常に今、ポート

ループ、問題になってございますけども、一定の改善効果が見られております。 

 さらに、待合環境の改善も、先生方、委員の皆様からも御意見頂いておりますけども、

市役所前のポートループバス停の上屋を整備している状況で、年度末完成するというふう

に報告を受けております。引き続き、この協議会で頂いた御意見を踏まえまして、より多

くの皆さんにポートループを使っていただくような取組を進めてまいりたいと思っていま

すし、特に、来年度以降、2030 年の神戸空港の国際定期便就航に向けて、より多くの来訪

者の皆さまに使っていただけるような方策をどんどん進めてまいりたいと思いますので、

引き続き、御意見賜りたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 以上で、挨拶とさせていただきます。ありがとうございます。 
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２．議事 

（委員）  

只今御挨拶にもございましたように、インバウンドの方にもどんどん使っていただきた

いということで、今年度初めて、訪日外国人の方に対してもアンケート調査をやっていた

だいております。なかなかデータ数の制限もありますが、議論の中で何か、今後の利用促

進に向けて糸口でもつかめればなと思っております。 

 それでは、早速、お手元の議事次第に沿って議事を進行させていただきます。まず、資

料は一括して御説明をいただき、残った時間で、十分な時間を取りまして、皆さんの間で

意見交換をさせていただきたいと思っております。 

 

（事務局）    

 資料説明 

  

（委員）   

 欠席の先生方の御意見も含めながら議論の中で適宜、回答していただければと思います。 

 せっかくですので、御出席の委員の皆様から御意見を賜りたいと思いますがいかがでし

ょう。 

 

（委員）    

それでは、少しコメントといいますか、意見のほうを述べさせていただきたいと思いま

す。１０枚目、ダイヤ改正、これはちょっと大きなものかと思いますけれども、増便・減

便はないということで時分の修正をされているんですが、やっぱり少しずつ時間帯によっ

て時分がずれていってるというようなことが起こっていますので、いわゆるパターンダイ

ヤの取組の方向と逆のほうに行ってるような気もするのですが。特に、待ち時間、着時間

と発時間、時刻が違うところ、１分短縮したり１分延ばしたりということですが、あと少

し時分を変えれば、ある程度そろったダイヤになっていく可能性もあるのかなというふう

に思いますので、ここは一朝一夕ということでは難しいのかもしれませんけれども、パタ

ーンダイヤですね。最終的な目標として、少しでも近づくような形で取り組んでいただけ

ればというふうに思いました。 

 それから、もう一点は、先ほども少し話が出ました、訪日外国人の方々のことですけれ

ども、特に案内が行き届かない、行き届いていないということは、ポートループだけの問

題ではなくて、いろんなほかの場所においても、共通の課題なのかなというふうにも思い

ます。まずはどのタイミングで、訪日外国人の方に、この神戸市内での移動手段を知って

いただくのか。それを少し整理をして、来日前であれば、恐らく、ＳＮＳですとか、イン

ターネットですか、そういった手段になりますし、実際にまちに来られてからということ

であれば、案内所であったりあるいは、バス停も含めてということになりますので、少し



－ 5 － 

どのタイミングで都市内交通の情報に触れていただくのかということを少し整理をして、

それぞれのタイミングで戦略を立てて取り組んでいただければなというふうに思いました。 

 

（事務局）    

御意見ありがとうございます。 

 以前からパターンダイヤの件、御意見頂いている中で、当社におきましても、ダイヤ改

正時にはその辺りは極力、御利用いただきやすいダイヤになるように、まず意識をしなが

ら取り組んでいるところでございます。 

 今回の改正につきましても、一番ご利用の窓口となっております三宮駅前の時間は２０

分間隔というところは極力死守するよう意識しながら、また、一方で、ダイヤ編成に当た

りまして、どうしても時間を調整するといいますか、遅れを吸収する部分ですとか、また、

時間を調整できる停留所というところが限られてる中で、いかにお客様に、バスの車内で

時間調整のために長く待機いただくような状況がないようにというところも踏まえて、う

まく走れる時間がどれなのかなというところを試行錯誤しながら、今回のダイヤの編成に

も取り組んでおるところでございます。そういった観点も踏まえまして、パターンダイヤ

の部分は引き続き、意識しつつ、またご利用のお客様に快適に、また速達性、定時性とい

うところも意識しながら、ダイヤというものを引き続き検討してまいりたいと思います。 

 

（委員）    

混んでいる時、空いている時とで、運行に要する所要時間にどれだけ差があるのですか。

所要時間が一定であれば、多分、パターンダイヤになりやすいと思うのですが。 

 

（事務局）     

そうですね。今、御意見頂きましたように、やはり朝の時間帯と日中の時間帯、また平

日と土日というところで、時間には大きく１０分弱ほどの差が出ているところがございま

す。その辺りをどこかの停留所で時間を合わしていくところを考えながらしておることも

ありまして、どうしても１つ１つの停留所で見ますと、ばらつきが出てしまうというのが

実情になっております。 

 

（委員）    

周知のタイミングは一番大事な課題ですが、何か事務局のほうでアンケート調査の結果

から分かることはありますか。 

 

（事務局）    

まさしく、そもそもどのタイミングで移動手段を皆さん考えていらっしゃるのかなとい

うところは、非常に興味深いなと思いましたが、少し今回のアンケートでは、そこまでは
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確認できてないので、まずは、そこの実態をしっかり確認することからかなと思っており

ます。 

ただ、一方で先生方からの意見で、非常に重要なことがありました。まず、しっかりと

神戸に来た際の移動手段の選択肢これだけあるよというのを事前に周知をして、その中で、

まず事前に計画を立てていただくことがより来神の意欲にもつながるというご意見があり

ましたので、事前にしっかりと周知できるような体制であったり、システムというか、Ｓ

ＮＳなどをまた頼っていったりだとか、各種ホームページみたいなことにはなるかと思い

ますが、いかに事前に周知できるというところを検討していくのか。また、他の先生から

もそもそも移動手段の周知の前に、まずエリアとしての魅力を発信すると自然にどうやっ

ていこうかなって、事前に計画を立てる上で見ることになると思うので、そこに対して神

姫バスさんとも一緒に検討しながら、方策を考えていきたいと考えております。 

 

（委員）    

どこに行けばよいかという、要は案内ですね。どういうタイミングで利用者にそういっ

た情報に接していただけるかというところで、何か事前に周知する方法として考えておら

れることありますか。 

 

（委員）    

 そうですね。当局には観光案内所はもちろんあるので、そこでたくさんの方々お越しを

いただいて、各種交通事業者様のほうでいかにまちを巡りやすくしていくかみたいなとこ

ろで、全体の地図や、特に、市街地のエリアのマップの中で、交通の拠点となる部分と観

光施設等が、どれぐらい近いみたいなところは、かなり手厚く準備をしていただいており

まして、あとはそれを実際に訪れるような方々の手にどう渡せるかというところにはなり

ますが、先ほど、事務局がおっしゃられていたのですが、やっぱり今のところＳＮＳとか、

特に、インバウンドの方々に向けてだと、ウェブ媒体っていうところで、どれだけ広報周

知できるかっていうのが一番キーを握ってるような気はしています。 

 

（委員）   

クルーズ船の場合、船を降りるまでにほとんど行動が決まっているから、降りるまでに

きちんと徹底して情報提供すべきだということを、実はお伺いしたことがあります。例え

ば、その辺の事情も考えていただいて、効果的な方法を取っていただきたいと思います。 

 また、後で何かいいアイデアがありましたら皆さまの方からもご紹介をお願いします。 

 

（委員）    

今、お話に出ていた移動手段の周知の件についても、後ほど、ちょっと触れたいなと思

いますが、今回の資料を拝見して利用者数の増加ですとか、それから、定時性・利便性の
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向上というのが、時間の経過とともに着実に進んでいるなというふうに理解しました。 

 それから、信号制御システムに関してもロードマップをお示しいただいて、仕様書の設

定に関しては１年もかかるんだと思いましたが、着実に進んでいるということが理解でき

ました。 

 今回、利用者側の視点でアンケートを取られていて、その中で日本人の観光客を対象と

したものがあったかと思います。恐らく、これは今までの神戸市の観光の動態調査などを

見ていると、このウォーターフロントに来られる方って大体、神戸市の方とか県内の方が

圧倒的に多いんじゃないかなというふうに推測するんですが、そうなると、恐らくこれが

県外の利用者と、観光客となったときには、データはちょっと変わってくるだろうと。イ

ンバウンド観光客ほどにはならないでしょうけれども、変わった見方をしなければいけな

いのではないかなと思います。 

 特に、今後アリーナを核として、県外観光客を増加させていくと考えたときには、日本

人観光客は今こんな状況だと、これを捉えないほうがいいのかなと思います。ちなみに私

自身も、昨年の１０月に東京の大学生２０名を神戸に２泊３日して、まち歩きを調査のた

め来たのですが、そのときに、利用はあくまでも公共交通機関ということで、私たちは動

いていました。先ほどの移動手段の周知の件にもつながるんですけれども、これは団体で

移動する場合と、個人で移動する場合と、どの設定が一番有効なのかというのは異なって

きます。 

 団体では、私の場合２０名連れていかなきゃいけない、かつ公共交通機関を利用する。

予算も限られる中で、やはり観光局さんのウェブサイトを最初に見て、どんなお得なクー

ポンがあるのかなっていうのをまず見ます。そうすると、神戸市さんの場合は、たくさん

の１dayパスポートや、いろんな民間事業者さんの協力があり、他の市以上にというか、

他の市の中でも、クーポンがいっぱいあります。 

 団体の場合はそういったところをよく見ますけれども、個人の場合、特にまち歩きなど

は来てから考えるケースが多いです。そうなると、観光局さんのウェブサイト、それから、

案内所と、もう一つホテルですよね。ホテルに関しては、インフォメーションが弱いなと

感じたところです。大体フロント周りに海外のホテルだと、こういう移動してくださいと

か、今こういうイベントやっていますよという案内が多いのですが、神戸市内のホテルは、

そういったところの連携がちょっと薄いかなというふうに、私自身は認識しています。 

 それと、これは追加でお話すると、いろんなお得なクーポンが情報として発信されてい

るのですが、販売箇所がばらばらなんですね。ポートライナーを使うお得なクーポンは、

ポートライナーで買ってくださいとか。これの場合はこっちで買ってください。結構、手

間なので、ワンストップでどこかでまとめて買えるといいなっていうところはあります。 

 インバウンドに関しても同様で、少なくともホテルのインフォメーション。それから、

国際線ターミナルもこの間、学生たちと視察に行きましたが、そこでも交通に関しての情

報が弱かったので、そういったところもちょっと観光に対する交通案内というところを強
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化したほうがいいかなと思います。 

 実際に２０名で連節バスを使ってアリーナに行きました。降りた後ですが、アリーナを

視察し終わって、学生たちにメリケンパークとかハーバーランドとか行ってもらおうと思

ったときに、移動をどうしたらいいのかも全く分からなくなってしまい、私自身も神戸に

住んでいましたが、あのエリアは新しくできた場所ですから、どう歩いてどう向かったら

いいのかが、動線が分からなかったというところです。ちょっと途方に暮れた、後はもう

学生に任せて、私はホテルへ帰ってしまったのですが。本当にその動線が分かりづらかっ

たというところです。交通は乗ることが目的ではないですし、ウォーターフロントが目指

すというのも、歩いて楽しめる魅力をいかに引き出すかというところもあると思うので、

今後、移動の仕組みというふうに考えるだけではなくて、いかにエリアごとの体験をつな

いでいく仕組みなんだと。仕組みをどうつくり上げるかという、そういう設計の視点とい

うのも重要になってくるのではないかなと。そろそろそういう視点で見ていくと、これか

ら各バス停の整備状況も出ていましたけれども、整備として捉えるというよりは、体験を

つなぐという視点で見たときにどうなのかっていうところを、強化するといいかと思いま

した。 

 

（委員）   

貴重なアイデアを頂いたのではないかなと思います。 

 公共交通の優先信号システムについては、神戸で初めての試みとして実証実験もやって

いただいております。大変効果があり、実際、現場のドライバーの方からも非常に好評な

ようです、アンケートを拝見しますと。ただ、もう少し早く実現できないかというのが、

皆さんの御意見ですが、県警さん何かコメントをいただけますでしょうか。いろいろ難し

い御事情もあると思うのですが。 

 

（オブザーバー）    

ＧＮＳＳが非常に有用なシステムということは警察としても認識しております。現在、

警察庁のほうで仕様化の制定作業を行っておりまして、現在、順調に進んでいると聞いて

おります。 

 仕様化に何でこんな時間がかかるのかについては、仕様化というのは、兵庫県のみじゃ

なく、このＧＮＳＳを全国警察で導入しても、同じように動くのか、どこの業者が、ソフ

ト、システムを開発しても同じように動くよう細かく設定とか、いろいろ機器の設定等々

がございますので、その辺に時間がどうしても要するというところが１点ございます。 

 あと、仕様化をすると、国の補助金、国庫補助というんですけども、その事業に組み込

まれるということで、それに関して警察庁として、どれぐらいかかるからどれぐらいの補

助額にしようとか、今、いろんな業者に、例えばこういうシステムをつくって、どれぐら

いお金がかかるのかっていうのを見積りを取って、そこから全国的にいろんな業者、価格
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があって物価の違いもあると思うので、その辺も統一するなどいろいろ検討した上で、国

として幾らを補助しましょうというようにそこまで考えていくとなると、１年、２年はか

かってくるということになってしまいます。 

 

（委員）   

兵庫県だけで勝手にやるというわけにもいきませんので、全国的なシステムとして、検

討していただく必要があるため時間がかかるということなのですが、やむを得ないところ

があると思います。どうしても先行事例の、産みの苦しみといいますか。効果があり順調

にシステム導入に向けた作業が進んでいるということで、御理解いただきたいと思います。 

 いかがでしょう、ほか、特に具体的にお答えいただける方はいますかね。 

 

（委員）    

このＧＮＳＳですけれども、こうやって本格導入に向けた動きはあるというのは理解す

るんですけども、例えば、非常に道路が混雑する時期に、これまでやってきた社会実験を

するというようなことも検討いただいたほうがいいのかなと。待ってる間もできることが

あるんじゃないかなというふうに思いました。 

 

（事務局）    

おっしゃっていただいたとおり、３年程度空白の時間ができてしまうというところで、

今、３か所実証実験を行ってますので、それを継続っていうのも１つ、もちろん考えはし

ました。ただ少しちょうど今回、実証実験を行った信号を含め、神戸市における信号自体

の改修が、兵庫県警さんのほうで行われてまして、実証実験を続けるとなると、今、管制

センターに取り付けさせていただいてるシステム自体も、一旦改修が必要というところで、

少し毎年、なかなか金額は言いにくいんですけれども、かなりの金額が出てくるというと

ころで、一旦、神戸市としては、この２年間で効果確認ができて、本格運用に向けてしっ

かりと動いていただいてるっていうところをもって、３年後を、首を長くして待つことか

なというところで、庁内では話してるところでございます。 

 

（委員）   

実証実験の検討もしていただいたことは事実ですが、いろいろ総合的に考えると、とに

かくこのロードマップが円滑に進むことを希望するということになります。 

 それだけ待ち遠しいシステムであるということで、毎回せかすようで、申し訳ないので

すが、可能な限り迅速に進めていただきますようよろしくお願いいたします。 

 それでは、先生方から頂いたご意見も踏まえて、地元のまちづくりに関わっていただい

ている協議会の皆様からも御意見を伺いたいと思います。 
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（委員）  

 先生方から非常に多岐にわたる示唆の深い御意見を頂きまして、我々も、この会の目的

もございますけれど、我々の事業にも参考になることがたくさんございました。 

 先ほど、各種クーポンが充実しているんだけれども買うところが分からないということ

と、あと、事務局様のほうから、なかなかウェブ化のほうが進んでないっていうことで、

オフラインとオンラインの両方の窓口がどのようにあるかっていうことの計画といいます

か、調整というか、設計が適時見直される必要があると思うんですけれども、そういった

ところが１つポイントじゃないかなと思いまして、拝見いたしました。 

 それから、私、後でまた申し上げようと思うんですが、資料に入れていただきましたチ

ョコの街ＫＯＢＥというのは、これ社員証なんですが、チョコの街ＫＯＢＥって貼っつけ

てる言い出しっぺなんですけれどもご一緒しました。前回の振り返りの部分で回遊をして

いただきたいということが１つテーマにあると思うんですけれども、その回遊をするとい

うことが実際、どこを回遊するのかという情報を発信するのはひとつ手だてではないかと

いうふうに感じています。 

 先ほど先生からも、この交通の利用することそのものが目的ではないということですの

で、利用してどこへ行くか、何があるのか。エリアの魅力を先ほど発信とか、つくってい

くことが大切であるというふうにおっしゃっていただいた御意見があったと思うんですけ

れども、この全停留所の先に何があるのか、隣も行かないといけない、３つ先も行かない

といけない。またぐるっと回っても行かないといけないと思っていただける、各停留所か

らアクセスできるポイントが一体何なのかっていう情報については、もう少し充実があっ

たりとか、それをどのような形に触れるのかは先ほどのＳＮＳとかがいいのかもしれませ

んけれども、ひとつポイントになってこようかなというふうに思いました。 

 公共交通機関ということですので、若い方、特にＳＤＧＳを学校でも学んでいらっしゃ

いますので、そういった視点についても社会的に発信していくことは大切かなというふう

に感じてございます。 

 私ども、ＧＬＩＯＮ ＡＲＥＮＡのたもとに事業所がありまして、ミュージアム、レス

トラン、ワイナリーがございますが、それで恩恵には預かってるんですけれども、やはり

平日は厳しいというのは実感して感じてございます。私、以前ワイナリーの担当もしてお

りましたので、別の、このエリアのエリマネの会議にも出席しておりますが、そこでも回

遊と、そして滞在ですね。もちろん、回ってもほしいし、アリーナだけ行って帰るという、

さっき御意見あったんですけれども、滞在時間も長くしてほしいというテーマを持って、

そちらではいろいろ議論をしていました。アリーナの横に１個電子ペーパーを、ＫＷＤさ

んのほうが開設をしていて、そこで電子ペーパーが掲出できるんですね。ですので、ちょ

っと、そのうち有料にするって言ってたんですけど、今は周辺事業者無料ですので、その

電子ペーパーは割とアリーナに行かれる方が多いということは、目にされる方が多いので、

その活用は１つ考えてみるのはいいのではないかと思いました。その電子ペーパーからは
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２次元コードで飛べるっていうふうに言ってましたので、１つ御紹介申し上げたいと思い

ます。 

 それから、１ｄａｙチケットの利用ということは、先ほど申し上げました、どの停留所

にも降りたくなって巡りたくなるっていうことでいうと、１ｄａｙのチケットの利用と何

かコンテンツを絡めるっていうことがあるといいのかなというふうに感じております。 

 あと、今のところデータを拝見してますと、コンサート行く方と、ＢＥ ＫＯＢＥを見

に行く方が多そうだなというふうに感じますので、その２つに並ぶ、先ほどもお話申し上

げましたような、コンテンツの紹介があれば大変すばらしいのかなというふうにも思いま

したし、資料の後半のほうに、歴史的なもの、遺構、そういったものも神戸に来ることに

よって知ることができる、学ぶことができる。しかも、価値があるということですので、

歴女とかそういうことも言われたりいたしますけれども、歴史的なコンテンツについても、

なかなかひっそりとあることが多くて、今でも、もうすぐ終わりますけども、ヘブンさん

も神戸にいてたりとかしましたし、何かそういったことも本当になかなか知る機会があり

ませんので、そういうコンテンツ提供があるといいのかなと思います。 

 もう一つ、別の会議にて議論になったことがありまして、多分アリーナ行く方はキャリ

ーバッグがあるので、歩いていくのはしんどいということで、バス乗られる方多いと思う

んですけれども、別の会に出ておりました際に、海外で特にたくさんあるんだと思うんで

すが、バウンスというキャリーバッグを預かってもらえるサービスっていうのがあり、特

にインバウンドとかアリーナの方についてもそうなんだと思うんですが、キャリーバッグ

を一時預かりしてもらえれば、周遊ですから、ずっと乗れますし、自分が預けたキャリー

バッグを取りに行くことは、巡れば行けるわけですので、キャリーバッグ預かってしまえ

ば、巡りやすくなるということもありますので、バウンスのようなことを、そのサービス

を使うのか、もしくは神姫バス様とかでしたら、ちょっと紛失とかいろいろあって大変だ

と思うんですけども、一時預かりと、周遊を掛け合わせると、もう少し促進できる可能性

があるんじゃないかなということで、拝見しながら思っておりました。 

 海外の方は特に、神戸はむちゃくちゃ認知度が高くて、私たちの社員の中にＮＨＫ、あ

さイチとかも出たチョコレートバイヤーみりっていうのがおるんですけれども、みりが海

外、もう何十か国も回ってるんですが、聞きますとみんな神戸知ってるって言うんですけ

ど、何で知ってるのって聞きましたら、みんな神戸ビーフで知ってるそうなんです。でも

神戸ビーフは今、すぐ予約が取れなかったりとかで、皆さん諦める方も多いんですけれど

も、何かそういったことも含めて、神戸ビーフだけじゃないものをつくることも大事だし、

神戸ビーフを活用していくっていうことも大事なのかなというふうに感じております。 

 先ほど、資料の３１ページですかね、運行しているものを見たということと、バス停で

見たっていう方が非常に多いっていうことで、それは海外の方、国内の方も含めてそうな

んだと思うんですけれども、先ほどの魅力とか広報的なことが車両とバス停でもう少し展

開がされたり、チケットのことが周知されると、接点としては非常にいいのじゃないかな
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というふうに見ながら感じて、拝見をしておりました。 

 それから、さっきのチョコの街ＫＯＢＥのことなんですが、フェリシモではムーミン、

それからミッフィー、そして今ちょうどかもめりあに停泊、もうすぐ帰ってきますけれど、

帆船「みらいへ」、これにプペルのバナーをかけたりとかしてるんですね。こないだ地上

波放送がありましたけれども。そういったコンテンツをこれからもやっていきますので、

そのファンの方が非常に来られますので、何かその辺と連動できるといいんじゃないかな

っていうふうに感じております。 

 最後に、青年会議所様が今季、全国の大会を神戸でされるっていうのをお聞きしました。

物すごい人数の若手経営者の方が来られるっていうことで、つながりは一応あるんですけ

ども、何らか青年会議所様で神戸に来られた方も、バスに乗って回っていただきたいとい

うふうに思いますんで、そこはひとつあるのかなと思いますのと、オータムフェスが、今

年ちょっと規模を拡大してされるっていうふうに言ってました。オータムフェスは多分、

歩きの方が多いとは思うんですけれども、そこでも周知していくと、オータムフェス来た

ことをきっかけに、その日には行けなかった神戸にまた行こうということで、そこでひと

つ PR の機会があるんじゃないかなと思いまして、ちょっとそういった感想を持ちました。 

 

（委員）   

大変貴重なアイデアをたくさん頂きまして、事務局のほうで十分整理していただく必要

があると思います。すぐにでも生かせそうなアイデアもあったかなと思います。 

 私も１点気になったことがあるのですが、アンケート調査で、日本人の平均訪問箇所数

というのがあります。私も、実は現役のとき研究室でいろいろアンケートをして、来街者

が何か所ぐらい回遊するのかということを調査したことあります。今回のアンケート調査

結果をみてみると、R4 が 2.0 箇所で今年が 1.5 箇所ですごく減っています。その理由を事

務局のほうともいろいろ議論したのですが、アリーナでイベントがあって、イベントにだ

け参加して帰ってしまう人が今回の調査ではオンされた結果、平均値を下げているのでは

ないかと思われる。もともと二、三か所ぐらい回遊するという人たちはベースとして存在

するのではないかと思います。だから、もう少しこのアンケート結果をしっかり見て分析

しないと、アリーナの往復しかしないっていう人と、以前と同様、数箇所を回遊している

人とはは分離して計算しないといけない。減っているというのが、数値として見るとちょ

っとショッキングですけども、その辺は今後もう少し細かく分析していただきたいなと思

います。 

 港湾局さんから説明して頂いたように、すぐに完成する施設ばかりではないのですが、

これからもいろいろ面白そうな、魅力的な場所を創出していただけるということなので、

いかにして回遊を増やしていくかということは、非常に大事な課題だなと思います。 
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（委員）    

私もちょっと古い人間なんで、知らないまちに行くときに、まず、私は書店でガイドブ

ックを買います。あるまちのこういうところに行きたいなっていったときに、そこに行く

にはどうしたらいいのかっていうのを調べる。で、その次はここに行きたい。そこに行く

には、結構、下調べをするのが好きなのですが、実際、私、神戸に住んでいて神戸のガイ

ドブックを買ったことは無いので、神戸のガイドブックに公共交通機関としてポートルー

プ等の情報は載っているのでしょうか。 

 また、もし出版社に積極的にアプローチして紹介していただくみたいなことは可能なの

かどうかということを調べていただければなと思ってます。 

 

（事務局）    

 どちらかというと、他市よりも載せていただいていると思います。 

 もともとポートループ自体が今回ウォーターフロントの開発の中でのアクセスとして重

要なところですので、スポットに行くためのアクセスとして、ポートループを紹介してい

ただいているのは正直あります。 

 あと、以前からシティループは神戸市さんから弊社に引き継いでおりますけれども、ち

ょうどポートループとシティループということで、２つの大きな観光周遊路線は載せてい

ただいていますし、ポートループを導入した際には、特集ページを有名な観光ガイドブッ

クで製作いただいた経緯もございます。ただ、情報のアップデートがどれぐらい充実され

ているかどうかは最近見られてないので、貴重な御意見として受け止めます。ありがとう

ございます。 

 

（委員）    

本日はご説明ありがとうございました。各施策が着実に効果を上げ、利用者増加につな

がっていることを確認できた点は、大変有意義だったと思います。 

また、皆様から多様なアイデアが出ており、ウォーターフロントの西の玄関口であるハ

ーバーランドとしても、引き続き連携しながら施策に取り組んでいければと考えておりま

す。貴重なご提案をいただき、ありがとうございます。 

私からは 1 点、各バス停の整備状況について申し上げます。資料の 20 ページに現状 

整理がありますが、ハーバーランド停留所は「シティループへの乗換え可」にとどまり、

デジタルサイネージ、上屋、 Wi-Fi 等の設備が整っていない状況で、現状は見劣りして

いると感じております。制約があることは承知しておりますが、各バス停の魅力向上に向

けた取組（上屋・案内設備・ Wi-Fi 等の整備）を引き続きご検討いただけますと、ハー

バーランドとしても大変ありがたく存じます。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 



－ 14 － 

（委員）    

バス停の位置がこの数年間で変わってしまったのですが、ルートも変わりました。バス

停の整備も含めて、何か今後考えておられることありますか。 

 

（事務局）    

今、おっしゃっていただいたとおり、ハーバーランドが特にバス停の位置も状況を見な

がら、適切な場所を見極めているところでございまして、やはり最終形の場所がカチッと

決まったところからハード面の整備等を少しずつ進めているところはございます。 

 一方で、何もしないでいいわけではないので、例えば、開発の状況とかを注視するもの

の、開発までにかなり長い時間を要するのであれば、暫定的にでもできることはないのか

というところは、少し検討していく必要があるなというところを、すみません、確かに各

バス停を横並びで見てみると、さらに感じたところではございますので、引き続き神姫バ

スさんと会話もしながら、港湾局さんの開発状況とかも注視しながら、やれることからや

っていけたらなというふうに感じてるところでございます。 

  

（事務局）    

 ハーバーランドにおきましては、弁天町の交差点からデッキが延伸しまして、開通をい

たしましたところでございます。やっとつながったなというふうに、私、感じております。

ハーバーランドと元町が動線として一体化したというふうに思っております。 

 ここの部分をさらに活用できないかとか、引き続き考えさせていただきたいなとも思っ

ておりますので、御連携のほど、よろしくお願いします。 

 

（委員）   

このハーバーランドでは、神戸駅に至るこの辺りは、ちょうど渋滞が一番激しいところ

で、神姫バスさんも御苦労されていると思いますが、どうですか、バス停の場所も含めて

何か御希望といいますか、運行上の御希望等ございますか。 

 

（事務局）    

先ほど、ご紹介ありましたとおり、弁天町の歩道橋ができたりですとか、また昨年実施

されました社会実験で、車の統制をどうするかとかいうお話もある中で、状況として、環

境としてはいろいろと今後も変わってこようかなと思います。そういったところを注視し

ながらも、特に、ハーバーランドの東向きの停留所というのを、どこかに設けるというの

は、ひとつこれは、まちを回遊していただく上でも非常に効果的であるなというふうに事

業者としても、運行している営業しても思っておるところでございます。今のホームセン

ターのある前の辺りですとか、１つ候補にはなってこようかとは思うんですけれども、ま

た、周辺の道路環境、歩行者の方々の動線、そういったあたりが変わってくることも想定
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しながら、ちょっと停留所の新たな設置というあたりについては、引き続き、皆様の意見、

知恵も借りながら考えていけたらなというふうに考えるところです。 

 

（委員） 

 やはりウォーターフロントの中でハーバーランドは大変重要な、主要な目的地ですので、

よりアクセスしやすいように、バス停の位置も含めて今後ぜひとも、検討していただきた

いと思います。  

 

（委員）   

 私、今日、こちらへ寄せていただくのに、まさにポートループ乗ってまいりました。ウ

ォーターフロントエリアに目的地がある場合は、非常に便利でちょくちょく利用させてい

ただいてますが、今日はなんと１５分から２０分ぐらい遅れました。やっぱり京橋の交差

点、右折が混んでまして、早くこのシステムできればいいなというふうに、改めてお話を

聞きながら思った次第でございます。これだと歩いたほうが早いのではないかなというふ

うに思うぐらいちょっとじれったいものでした。 

 ただ、さっき先生のほうからお話ありましたけれども、エリアの体験をつないでいくと

いう、非常にいいお話だと思っていたのですが、今ですと、やっぱり一突からメリケンパ

ークに至るまでの間が非常に寂しいですので、あそこをどうやって歩いていけばいいのだ

ろうと。私もこの間は歩いていたのですが、初めて来た人や、あまり来たことがない人だ

と、道も多分、分からないでしょうから、全く心細くつまらない体験にしかならないだろ

うなというふうに感じた次第です。ですから、早くあそこは港湾局さんが京橋の埋立てで

やっていただければ、何か楽しいものが体験できるのかなというふうに非常に大きな期待

をしているところであります。 

 メリケンパークの状況をちょっとだけお話させていただきますと、やはり BE KOBE モ

ニュメントが非常に人気がございます。写真を撮りたい。あそこの前で記念撮影したいと

いう方が非常にたくさんおられます。常に列をなしているというような状況です。やはり

アジア系のお客様結構いらっしゃいます。中国便が飛ばなくなって減るのかなと思いまし

たが、それでもアジア系の方たくさんいらっしゃいます。日によっては、恐らく客船が着

いたときだと思いますが、欧米系のお客様も見られるというような状況で、これから春休

みになりますと、日本のお客様もかなり来られるのかなというふうに思ってございます。 

  

（委員）   

なかなかちょっと各方面で魅力ある発信というのは非常に、私も難しい課題だなという

ふうに思っております。捉えられる方が多分、てんでんばらばらな方向を向いておられる

ので、ちょっとどういうところにどうやって向いていったらいいのだっていうのは正直厳

しい条件を突きつけてるのかなというふうに思うのですけれども。ＧＬＩＯＮ ＡＲＥＮ
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Ａができたというのが、今一番、ホットな話になるのかなと思うんですけど、いってもハ

ーバーランドとかは、昔からあるコンテンツでもあったりしますので、ぼやけるような発

信じゃなく、ポイントを絞られたほうがいいのかなという気はいたします。 

 アンケートの回答、日本人で令和４年と７年の比較がありました。バス停の位置がよく

分からないというのが改善をされたというのは非常にいい話なのかなというふうに思いま

す。あれだけ三宮の駅前再開発ということで通路が変わり、出口も変わりデッキが動いた

りという中で、これが減ったというのは非常にいい周知ができたのかなというふうに思い

ます。 

 その一方で、なぜかバス停から目的まで遠いから使わないという答えが増えたというの

が、正直ちょっとこれ何でこうなるんだろうっていうのが分からなかったところです。仮

に、新神戸駅とかでもし聞かれて、いや目的地と違う方向に行きたかったんだという人を

聞いたという可能性は当然あったりするんだと思うんですけれども、これだけウォーター

フロントに密着したところにそれぞれ停留所があるのに、何でこんなバス停から目的地が

遠いというような答えが出たのかなというのがちょっとよく分からないなというのが感想

というか、お尋ねになります。 

 

（事務局）    

 バス停から目的地まで遠いためというところが、正直なところで言うと、なかなかつか

めてないというのがまず結論になりまして、ただ令和４年度から今回、令和７年度でアン

ケート項目を少しブラッシュアップしたところがございまして、令和４年度のときは、例

えば、KIITO と、atoa のように少し離れてるところも１つの訪問先として選択肢としてあ

ったところを、今回、バス停単位で少し選択肢をつくりましたので、実際どのバス停に行

ったのかというところまでは追えていますが、そのバス停からどの施設にというところま

でが少しアンケートでは追えていないところは少し課題では感じてるので、そこをもう少

し施設と交通を結びつけてどういう移動をされてるのかちいうところをまずは MaaS の観

点でしっかりと把握する手段は検討していきたいなと考えております。 

 明確な回答ができなくて申し訳ないです。 

 

（委員）    

そうなんだろうなということで、それは十分です。また今後、参考にしていただければ。 

 

（委員）    

確かに、サンプル数がちょっと突出していますね。何かの要因とクロス集計すればもう

少し分かりそうなので、なぜかっていうところを探っていただくと、また新しい糸口が出

てくるかもしれませんね。 
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（委員）    

先ほど、少し話があったガイドブックの話ですね。日本のガイドブックにはかなり丁寧

に取り上げられているということだったんですが、今ちょっとインターネットで、ロンリ

ープラネットのページを見てたんですけども、公共交通という文言は、本のほうにはある

のかもしれませんが、サイトのほうにはなくて、サイトのほうには神戸がどう紹介されて

るかというと、非常にコンパクトな町で歩いて回れるというふうな紹介がされておりまし

て、ちょっと公共交通のこの字も出てこないなということと、あと主要な見るべき場所、

が幾つか上がってるんですけども、ウォーターフロント、ハーバーランドに両方あるのか

な。海洋博物館と、それから震災のメモリアルミュージアムですかね。そこが取り上げら

れてはいるんですが、そこも少し見てみたんですが、特にアクセスについては、ウェブサ

イトではまだ触れられてないので、少し国内もそうですけども、海外のほうにもちょっと

視野を広げて、ロンリープラネット、多分、一番海外のガイドブックでは有名なものじゃ

ないのかなと思うので、この辺りにどう書かれているのか。あるいは、恐らくここも何ら

かアクセスをし、いろいろと情報提供をすればそれなりに採用いただけるんじゃないか、

向こうも情報を欲しがってると思いますんで。サイトを見てると、大阪とかだと、いろい

ろ見るべき場所も写真つきで、大阪城とか載ってるんですけど、神戸は一個も写真がない

というちょっと悲しい状況でもありますので、少しその辺りも留意していただければとい

うふうに思いました。 

  

（委員）    

そういう戦略って言いますか、誰がこうしたサイトにアプローチしていくか。観光局さ

んに頑張ってもらわないといけないのか。松中先生が言われたような視点からもアプロー

チしていただいて、働きかけをしていただきたい。 

 

（事務局）    

 皆様との連携による、おもてなしの心っていうのが重要なんだろうなっていうふうに、

私なりに捉えてございます。神戸観光 MaaS の取組ですね、こちらも継続をさせていただ

いております。 

 思い返しますと、１年前は本当、つくることに必死でして、それを空港に、国際チャー

ター便が就航しますよですとか、大阪で関西万博が始まりますよということが控えており

まして、その４月に絶対つくるんだっていうふうなところで、非常に切羽詰まっていたと

いうところなんですけども、何とか出来上がりまして、本当に、御関係の皆様には感謝の

念が絶えないところでございます。 

 一方で、売り始めてからもう販売は終わったんですけれども、反省としましては、やっ

ぱりインバウンドの訴求っていうのが難しかったんです。スマホで買うことができる、デ

ジタルチケットのはずなんですけど、なかなかそこが難しかったというところがございま
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す。そういった反省も生かしながら、ポートループももちろん含めながら、次の展開に向

けて様々な、神戸だけにとどまらず、いろんな場所のいろんな方と御連携をする機会もい

ただいておりますので、旅前の訴求の重要性も一定理解はさせていただいているところで

ございます。どういうふうにできるかなというのも、今ちょっと作戦を練ってございます。

観光局とも連携をしながら、交通局とも連携をしながらやっていくというふうなところ。 

 そして、旅ナカのほうですね、そちらももう少し深掘りする機会に恵まれております。

お泊まりで、船舶の中でもというふうなお話があったかと思います。ホテルの中でもいい

かなと思います。ある程度、インバウンドの方って、長期滞在をされる傾向が見えてまい

りましたものですから、そういった連泊をされる方向けの旅ナカ訴求っていうのも実は需

要があるんだなと勉強させていただいているところです。こういった形の取組は、一度連

携させていただきながら、皆様との御縁を大切にしながら進めさせていただきたいなとい

うふうに感じているところです。 

 

（委員）    

 この協議会は連節バスの協議会なので、なかなか神戸市全体の交通戦略をどう底上げし

ていくかというところまで、とても議論できません。多分、神戸市さんのほうで、いろん

な部署の集まった組織で検討されておられると思うので、むしろここで出た意見をきちん

とまとめていただいて、そういうことを議論する場につなげていただくことが必要では。

協議会で出されたせっかくの意見が生かされないと非常にもったいないので、確実につな

げていただくということが大事かと思います。 

 外国人に対してもアンケート調査をされたのですけども、特に日本人のアンケート調査

結果との違いで何か回遊促進策を練る上で、ポイントとなるようなことがありますか。 

  

（事務局）    

訪日外国人の方が非常に徒歩が多いということで、徒歩で回るのは決して悪いことでは

ないかとは思うんですけれども、ただ、訪問先箇所数っていうのもまだまだ伸ばしていけ

るのかなと思うので、そこに対して交通手段っていうところのアピールっていうのは非常

に重要かなと思ってます。 

 あと、回遊性をつなげていく上では、先ほど少し御意見ありましたように、キャリーバ

ッグをどうするかは一緒に考えていく必要があると思いますので、そこに対しての空港で

も手荷物預かりサービスみたいなところは、今やってるものの、少しまだ周知が足りない

のか、利用されていないという実績もありますので、ただ回遊をつなぐ上で交通だけを考

えるのではなく、荷物をどうするかとか、そういう方面からも少しアプローチをしていく

必要があるのかなと感じております。 
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（委員）    

荷物の預かりサービスというのは、以前も先生が盛んにおっしゃっていたことですけれ

ど、全くないのですか。 

 

（委員） 

 ないですね。 

 

（委員）    

京都でも、手ぶら観光というのは非常に重視されてます。そういうようなこともぜひ外

国人対応として必要ですね。 

 

（委員）   

新神戸駅もコインロッカーがありますが、数が少ないです。 

 

（委員）    

運んだりしてくれないんですか。 

 

（委員）   

してくれないですね。三宮の商店街で一部のお店が 20 個まで可能などですが、予約制で

はないので行ってみてという状況です。 

 

（委員）   

以前からご提案いただいてますので、この件についてはぜひ考慮していただきたいです

ね。 

  

（委員）  

 情報提供になりますが、三宮再整備として各種事業が進んでいるところですが、特に、

新たな中長距離のバスターミナルの整備というものを、国土交通省さんと一緒に進めてご

ざいまして、それが今年度は進捗ありましたので、簡単に共有させていただきます。 

 まず、バスターミナルの名称について、バスタ神戸三宮という名称に決まりました。ま

た、バスターミナルを運営する事業者さんの選定をこれまで進めてきましたが、11 月に、

神姫バスさんを中心とするグループが運営事業者として選定され、この２月に、そのグル

ープから成り立つ特別目的会社と契約を結ばせていただいたところです。今後２年間ほど

開業準備をした後に、新たなバスターミナルとして開業するということを予定しておりま

す。 

 神姫バスさんが運営されることになりますので、ポートループともぜひ連携できればと
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考えております。新たな交通結節拠出となりますので、そこにやってきた方がポートルー

プに乗って、神戸のまちを回遊していくというような連携も神姫バスさんとこれから一緒

に考えていければと思います。 

 

（委員）  

 バスターミナルの開業は何年でしょうか。 

 

（委員）    

令和 10 年度を予定してございます。 

 

（オブザーバー）   

 先ほど、お話しありましたけれども、京橋交差点で少し渋滞があったっていうことで、

我々としましてもやはり周辺道路の交通状況というのは非常に気にしていまして、今回の

ポートループのルートからは直接的な影響はないかもしれませんが、京橋ランプを出た車

が東に向かって税関前、税関本庁前交差点のほうに車列が伸びるということで、この点に

つきましては、特に、税関前、税関本庁前交差点におきまして、神戸市としましても、車

が渋滞が起きないように、少し交差点の改良というのを検討しており、今、その設計をし

て、できたら早い段階でそういった対策に取り組んでまいりたいなというふうに思ってお

ります。 

 それと、先ほど事務局のほうから、ハーバーランドの弁天町交差点の東デッキが開通と

いうことで、正確には、来週の月曜日に供用開始されます。地上の歩行者交通がデッキが

延伸されることによって、デッキレベルに流れていくということで、そういった意味から

も地上の交通、自動車が流れやすくなると、そういった意味での環境も変わってくるのか

なというふうに思っています。 

 

（委員）   

 昨年は万博が開催され、運行便数を減便したりするなどイレギュラーなこともありまし

たが、今年はそういうことは特にございません。本格的にウォーターフロントの施設整備

も進みましたので、最大限こうした施設を活用していただく上でも、ポートループのより

便利で、快適な運行を、関係機関の皆さんでぜひとも進めていただきたいと思っておりま

す。次年度も着実に利用者が増えていくことを願っております。 

 大変、長時間にわたり熱心な御議論をいただきまして、ありがとうございました。 

 それでは議事進行を事務局にお返しいたします。 

 

（事務局）    

委員の皆様、改めまして、活発かつ大変貴重な御意見をありがとうございました。本日、



－ 21 － 

頂きました御意見を振り返りまして、また勉強もさせていただきつつ、来年度も取組を進

めさせていただきたいなというふうに思っております。 

 次回の協議会につきましては、先ほど御説明させていただきましたとおり、次回のダイ

ヤ改正前に開催をしたいなというふうに考えております。また、改めて、御案内させてい

ただきたいなと思っております。引き続き、御指導のほど、よろしくお願いいたします。 

 それでは、最後に事務局、神姫バスから御挨拶をお願いいたします。 

 

（事務局）    

皆さん本日はお忙しい中、活発に御議論いただきまして、ありがとうございました。 

 頂戴しました、ダイヤ面、プロモーションであったり、動線の問題、まだまだ解決しな

いといけないことたくさんございますけれども、今後の事業運営にしっかりと、本日の御

意見、議論して生かしていきたいというふうに考えております。 

 ハード面の対策では、冒頭にもございましたように、市役所前の上屋であったりとか、

８月にはなりますけれども、連節バスの５台目が導入する予定でございます。これでよう

やく定期バスで運行することも大分減るだろうなと。お客様のがっかり感というのも、大

分、阻止できると思っております。 

 そういったところもやりながら、４月１日のダイヤ改正では、神戸空港からシティルー

プが何便か運行してるんですけれども、これを新港町、ウォーターフロントのほうにも経

由させる便をつくりまして、空港とウォーターフロントを結ぶ回遊性、こういったところ

を高めていきたいというふうに思っておりますし、神姫バスの宣伝にはなりますけれども、

大阪シティバスさん、旧大阪市交通局さんと大阪の難波、天王寺から心斎橋と、神戸空港

を結ぶ路線を１日８往復、４月１日から運行を開始しまして、そのうちの２往復をこちら

ウォーターフロントのほうまで延伸してくるということで、大阪ミナミに偏っているイン

バウンドを誘客できればと思っております。 

 それから、ＧＮＳＳのことに関しましては、関係者の皆様に御協力いただきまして、あ

りがとうございました。これも本格運用に向けて、何とか取り組んでいきたいと思ってお

りますし、またポートループの別の課題というところで、お盆やゴールデンウィーク、ど

うしても新神戸駅の自家用車が多く、運休せざるを得ないことや、花火大会、神戸まつり

等、そういったところでも運休してしまうという状況で、神戸にせっかく来ていただける

機会のときにバスが動いてないという、そういった課題も実はありまして、公共交通を何

とか動かせるように、また皆さんのお知恵を借りながら解決していきたいなというふうに

考えておりますので、ひとつ御協力のほうよろしくお願いいたします。 

 次回の協議会も引き続き皆さんの御議論、どうぞよろしくお願いいたします。本日はど

うもありがとうございました。 
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（事務局）    

以上をもちまして、本日の会、閉会とさせていただきます。 

皆様、誠にありがとうございました。 


